
語
中
・
尾
の
去
声
点

は

じ

め

に

高

山

寺

本

馬
淵
和
夫
氏
は、
高
山
寺
本
「
和
名
類
梁
抄」
所
収
の
和
釧
の
内、

波
良
夜
（
窯）
」
・
「
比

太岐
夜
（
助
鋪）
」
の
「
夜」
の
声
点
が

「
加

『

和

名
類

緊

抄
』

本
稿
の
刃
者
は、
「
和
名
類
袈
抄」
の
「
俗」
音
注
に
於
け
ろ
上
声
字
の

＊
注
ー

分
布
に
よ
っ
て、
語
中・
尾
に
去
声
が
立
た
な
い
と
い
う
原
則
が、
平
安
末

期・
院
政
期
を
遡
っ
て、
既
に
平
安
中
期
に
於
い
て
も
行
な
わ
れ
て
い
た
と

＊
注
2

推
定
し
た
印
が
あ
る。

し
か
し、
平
安
末
期・
院
政
期
の
文
献
で、

語中・
尾
に
去
声
点が
施
さ
れ

た
話
も
あ
り、
実
際、
そ
れ
ら
を
「
発
音
の
ゆ
れ」
と
し
て
解
釈
す
る
立
掲

も
あ
る
様
で
あ
ろ。

本
稿
で
は、
高
山
寺
本
「
和
名
類
染
抄
」
の
声
点
を
賓
料
の
中
心
に
囮
き、

「
ゆ
れ」
と
し
て
解
釈
す
ろ
立
場
の
非
妥
当
性
を
述
ぺ
（
第
二
節）
、
次
に

0

0

 

語
中・
尾
に
去
声
点
が
施
さ
れ
る
背
凩
を
体
系
的
に
笞
及
し
よ
う
と
思
う。

（
図
1)「

加
波
良
夜」
の
「
夜」□はピ丘」

1

と
な
っ
て
い
る
事
に
注
目
さ
れ、
「
こ
の
夜
（
屈）
」
と
い
う
語
は、

で
は
去
芦
で
あ
っ
た」
が、
「
合
成
語
に
な
っ
た
ば
あ
い
に
は
ア
ク
セ
ン
ト

に
変
化
が
お
き」
、
「
夜
（
屋）
」
が
上
声
に
な
る
例
と
平
声
に
な
る
例
と

を
確
認
し
た
う
え
で、
「
さ
き
の
例
（
図
1
を
指
す：：
江
口
注）
は
お
そ
ら

．

＊
注
3

く
発
音
の
ゆ
れ
と
解
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か」
と
さ
れ
た。

し
か
し、
こ
の
解
釈
に
は
次
の
様
な
問
題
点
が
あ
る。
S
.
「
夜
(

a
)

」

が
複
合
語
の
後
部
成
素
と
な
っ
た
場
合、
雑
か
に
平
声
に
も
上
芦
に
も
な
り

得
ろ。
し
か
し、
実
際
は、•
こ
の
様
に
「
夜
（
屋）
」
の
ア
ク
セ
ン
ト
だ
け

を
分
離
さ
せ
て
扱
う
ぺ
き
で
は
な
い。
先
部
成
紫
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
OO
辿
さ

せ
て、
言
わ
ば
形
態
音
類
論
的
立
場
か
ら
考
察
す
ぺ
き
問
匹
な
の
で
あ
ろ。

平
声
と
な
る
楊
合
と
上
声
と
な
ろ
場
合
と
の
閻
に、
先
部
成
素
の
音
韻
的
条

件
に
差
述
は
な
い
の
で
あ
ろ
う
か。
＠
．
去
声
は、
本
来、
語
頸
に
の
み
立

ら
得
る
潤
ぽ
で
あ
ろ。
従
っ
て、
「
加
波
良
夜」
・
「
比
太
岐
夜」
の
「
夜」

の

声

点

去 平

去

高
山
寺
本

京本

江

口

泰

生ー
語

- 1 2 9 -



助
鋪

窯

（
図
2)

の
部
分
に
去
声
点
が
施
さ
れ
た
場
合
と、

平
声
点
が
施
さ
れ
た
場
合
と
が
あ

．

る
と
い
う
事
は、

「
夜
（
屋）
」
が
語
頭
に
準
ず
る
位
磁
を
占
め
て
い
ろ
と

•
•
い
う
事
と、

完
全
に
複
合
語
と
し
て
熟
合
し
て
い
る
と
い
う
事
の、

そ
れ
ぞ

れ
の
反
映
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
図
2)
・

出
澗
「
る
n」

拍
潤

Ka

 
ha
r
a
•
Ya

↑

↓
Ka
har
ay
a
 

Hi

 
t
a
ki
•
Ya
 
�
 
➔
 Hi
 ta
ki
ya
 

（
図
1)
の
現
象
が
「
発
音
の
ゆ
れ」
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば、

そ
れ

は
そ
の
ま
ま
複
合
語
と
し
て
の
熟
合
度
の
「

ゆ
れ」
を
顕
在
化
さ
せ
た
も
の

と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い。
と
こ
ろ
で、

「
加
波
良
夜」
・
「
比
太
岐
夜」
の

両
語
の
典
拠
を
調
査
し
て
み
ろ
と、

前
者
は
「
楊
氏
漢
語
抄
」
か
ら、

後
者

は、

恐
ら
く
r
弁
色
立
成
」
か
ら
直
接
引
用
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ろ。

唐
韻
云
ー

認
虹

巽嗜

焼
瓦
ー
也

・

（
高
山
寺
本
「

和
名
抄」
＋
95
オ
）

記

配言
H

|
5

籍＿
云

闘
士
屋
也

（
高
山
寺
本
「
和
名
抄」
＋
93
オ
）

こ
の
二
昏
は、

極
め
て
古
く
成
立
し
た
も
の
（
奈
良
時
代
か）
と
考
え
ら

＊
庄
4

れ、
当
然、

「
加
波
良
夜」
・
「
比
太
岐
夜」
両
語
も
古
く
か
ら
伝
わ
ろ
語

呪
で
あ
っ
た
筈
で
あ
ろ。
と
す
れ
ば、

古
い
歴
史
を
有
す
ろ
両
語
が、

何
故、

平
安
末
期
・
院
政
期
に
於
い
て、

複
合
語
と
し
て
の
熟
合
度
の
「
ゆ
れ
」
を

反
映
す
る
現
象
を
呈
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か。

0
の
問
題
に
OO
し
て
は、
一
拍
去
声
名
詞
が
複
合
語
の
後
部
成
素
と
な
ろ

r
和
名
類
緊
抄
」

の
語
彙
の
特
徴

場
合
の
他
に、
一
拍
平
声
名
詞
・
一
拍
上
声
名
詞
・
一
拍
平
声
軽
名
詞
が
複

合
語
の
後
部
成
素
と
な
る
場
合
も
含
め
て、

体
系
的
に
論
ず
る
必
要
性
が
あ

る
の
で、

こ
こ
で
は
詳
論
し
な
い。

結
論
だ
け
を
記
し
て
お
く
と、
一
拍
の

名
祠
が
複
合
語
の
後
部
成
素
と
な
ろ
場
合、

複
合
栢
全
体
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
．

先
部
成
素
の
ア
ク
セ
ン
ト
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る。

先
部
成
素
の
ア
ク
セ
ン

ト
が
店
起
式
で
あ
れ
ば
全
体
は
高
平
邸
に、

低
起
式
で
あ
れ
ば
全
体
は
低
平

＊
庄
5

誤
に
な
る
の
が
普
通
で
あ
ろ。
こ
れ
を
破
る
も
の
は
迎
濶
が
生
じ
て
い
ろ
な

＊
江
6

ど、
一
定
の
条
件
が
あ
ろ
場
合
の
様
で
あ
る。

従
っ
て、

「
夜
（
屋）
」
の

部
分
に
施
さ
れ
た
去
声
点
は
極
め
て
異
例
な
声
点
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い。

「
加
波
良
夜
（
平
平
平
平）
」
（
高
山
寺
本
「
和
名
抄」
＋
95
オ）
・
「
比

多
岐
夜
（
平
平
平
平）
」
（
前
田
本
「
和
名
抄」
――-
48
オ
・

伊
勢
十
巻
本

「
和
名
抄」．
三
2
ウ）
の
如
く、

低
平
調
と
な
ろ
ぺ
き
な
の
で
あ
る。

そ
こ
で、

＠
で
捉
起
し
た
様
に、

語
槃
の
特
徴
と
声
点
と
の
関
わ
り
か
ら、．

こ
の
様
な
声
点
が
施
さ
れ
ろ
に
至
っ
た
背
景
を
論
じ
て
み
た
い。

三
ー
ー

全
巻
に
亙
る
考
察

＊
注
7

「
和
名
類
染
抄
」
の
和
訓
を、

典
拠
の
有
無
・
和
訓
に
冠
せ
ら
れ
て
い
ろ

＊
注
8

も
の
の
二
点
に
よ
っ
て
分
類
す
る
と
次
の
様
に
な
ろ。

。
典
拠
が
示
さ
れ
ず、

「

和
名」
が
冠
せ
ら
れ
て
い
ろ
も
の．．．．．．．．．
 ⑥
 

坑＇
名
ul
tll

唇
類
云
ー
印
契
彗

別
屋
也・・・
（
後
略）
．．．

（
高
山
寺
本
「
和
名
抄」
＋
92
ウ）
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「
訓
点
特
有
話」
と
あ
る
の
は 、
r
平
安
時
代
の
淡
文
訓

3
 

説
語
に
つ
き
て
の
研
究
X
築
島
裕
氏 、
96
年
3
月 、
東
京
大
学
出

ー

版
会）
に
み
え
る
も
の
で
あ
る 。
カ
ッ

コ
内
は 、
資
料
全
体
に
対

す
る
割
合 。
太
線
で
囲
っ
た
も
の
は 、
「
和
名
類
梁
抄
」
の
和
割

の
分
布
と
比
較
し
て
偏
り
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
部
分
で
あ
る●

（
表
1)
に
拠
れ
ば 、
「
和
名」
が
冠
せ
ら
れ
た
和
訓
は 、

漠
文
訓
読

資
料
に
多
く
現
わ
れ
る
が 、
同
時
に
「
源
氏
物
話
」
に
も
現
わ
れ
る 。
築
島

裕
氏
は 、
「
「
倭
（
和）
名」
と
は 、

当
時
の
漢
文
に
附
せ
ら
れ
て
ゐ
た
和
訓

を
指
す
（
少
く
と
も
そ
れ
を
含
む）
も
の
で
は
な
か
っ
た
か」
と
言
わ
れ
た

＊
注
12

甲
が
あ
る 。
（
表
1)
の
結
果
は 、
「
和
名」
が
冠
せ
ら
れ
た
和
訓
が
少
な

•表中、

-, 

〖
点寛点院店西域記寺蔵石山

〗 政末期..... 長大.... 語
,._ ® ® 

292 74 62 I 128 
(73.2) (77.9) (78.5) (84.8) 

16 5 1 ゜

(4.0) (5.3) (1.3) (2.6) 

10 5 ゜ 1 
(2.5) (5.3) (2.6) 

10 3 ， ゜ 8 
(2.5) (3.2) (11.4) (5.3) 

1 1 1 ゜ 1 
(1.0) (1.1) (l.3) (0.7) 

l l ゜ ゜

(1.0) (1.1) (0.7) 

38 5 3 ゜ 5 
(9.5) (5.3) (3.8) (3.3) 

28 1 3 ゜ ゜

(7.0) (1.1) (3.8) 

399 95 79 2 151 

く
と
も
当
時
の
漢
文
に
附
せ
ら
れ
て
い
た
和
訓
を
含
む
規
範
的
語
槃
で
あ
っ

た
事
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
「
和
名
類
衆
抄
」
で
は 、
漢
文
に
附
さ

れ
た
和
訓
か
ら
直
接
引
用
す
る
場
合
に
は 、
和
訓
に
「
訓」
・

「
讀」
な
ど

が
冠
せ
ら
れ
る 。
こ
の
m
も
「
和
名」
が
必
ず
し
も
漢
文
訓
読
語
を
指
す
の

で
は
な
い
事
を
示
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る 。

さ
て 、
い
ず
れ
の
資
料
で
も
極
瑞
に
出
現
頻
度
の
低
い
和
訓
と
し
て 、
e

の
形
式
の
和
訓
が
挙
げ
ら
れ
る 。
「
日
本
紀
私
記
」
・

「
弁
色
立
成
J

.

「
漢
話
抄
」
（
「
楊
氏
漢
語
抄
」
）
・

「
功
程
式
」
等
を
典
拠
と
す
る
和
訓

で
あ
る 。
こ
れ
ら
を
典
拠
と
す
る
和
訓
は 、
平
安
末
期
・

院

政
期

の
文
献
で 、

何
故
用
い
ら
れ
る
甲
が
少
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か 。

「
和
名
類
緊
抄
」
序
文
に
は 、
「．．．
 
（
前
略）
・・・

田
氏
私
記

，
一
部一二
巻

l5ー

ナ
リ。

古
語
多
戯

ニ
シ
テ
、

和
名
希 ＿＿
存

ス。
・・・

（
後
略）
．．．．．．

 
」
と
あ
り 、

「
和
名
類
呆
抄
」
成
立
時
に 、
「
日
本
紀
私
記
」
の
和
訓
に
対
し
て 、
涼
順

自
身
が
既
に
古
語
意
識
を
持
っ

て
い
た
事
は
明
ら
か
で
あ
る 。
又 、
二
節
＠

で
記
し
た
様
に 、
「
弁
色
立
成
」
・

「
漢
語
抄
」
（
「
楊
氏
漢
語
抄
」
）
は

奈
良
時
代
の
辞
書
で
あ
り 、
そ
こ
に
所
収
さ
れ
る
語
棠
も
奈
良
時
代
に
存
し

た
と
い
う
保
節
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
語
槃
な
の
で
あ
る 。
換
言
す
れ
ば 、
平

安
末
期
・

院

政
期

に
常
用
さ
れ
た
か
否
か
は
疑
問
な
の
で
あ
る 。
と
す
れ
ば 、

G
の
形
式
の
和
訓
が
平
安
末
期
・

院

政
期

の
文
献
に
出
現
し
に
く
い
と
い
う

（
表
1)

の
結
果
は 、
0
の
形
式
の
和
訓
の
多
く
が 、
平
安
末期

・
院

政
期

に
於
い
て 、
既
に
古
語
で
あ
っ
た
た
め
一
般
に
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
車
を
示

す
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か ．



弁色立成
｀

8本紀私記 シ＜
ヒ ッ ク ク ア ョ ウ ミ タ セ シ カ カ 2 

タ ッ カ ツ ブ コ ッ ト チ キ タ
ッ

リ ク
キ ミ ド ガ t シ ム シ． ド ミ レ

ヤ カ＇ ノ ・タ カ・ ノ ロ ノ ミ ヤ ミ
Iヽ Iヽ ミ ミ チ チ’ラ ラ チ チ 1 ..

゜ 字鋭
00000 00000000 和名
00000 00 0000 色葉
00000 0 0

' 
゜ 000 名義

下学
゜ 和至
oo 文明

゜ 伊京

明応．． 
天正； 

殴頭
゜ 黒本

゜ 易林
0 0 C) ゜ む言

オ ウ ウ ウ ウ イ イ イ イ イ イ イ イ ア

／
ホ テ ッ ダ キ ラ ホ ハ チ チ シ シ シ ム
ミ ナ ハ チ ハ カ ヤ グ パ バ ズ シ
チ リ シ ラ ヒ シ エ チ

000 00 ゜ 字鋭
00000000000000 和名

0000000000000 色策
00000000000000 名義

00 ゜ ゜ 下学
000 00 000 00 和五

00 ゜ 000000 文明
00 00000 伊京

00 00000 明応
00 ゜ 00000 天正

00 ゜ 0000 殴頭
00 ゜ 00000 黒本
000000000000 易林

0000000000000 樹言

三
ー
ニ

*
11
13

．

そ
こ
で 、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
高
山
寺
本
「
和
名
類
梁
抄
」
の
和
訓
ー

特
に
OO
の
形
式．
0
の
形
式
ー

の
特
徴
に
つ
い
て
考
察
を
行
な
い
た
い 。

（
表
2)
1
は
古
辞
也
名 、
2
は
和
訓 、
3
は
典
拠
の
也
名

高
山
寺
本
r
和
名
類
緊
抄
」
に
於
け
る
考
察

高
山
寺
本
r
和
名
類
采
抄
」
の
和
訓
の
う
ち 、
「
日
本
紀
私
記
』
等
を
典

拠
と
す
る
和
訓
(
C
の
形
式）
と
「
和
名」
が
冠
せ
ら
れ
た
和
訓
(
®
の
形

式）
が 、
古
辞
得
に
ど
の
様
に
現
わ
れ
る
か
を
示
し
た
も
の
が
（
表
2)
で

あ
る
（一
部
省
略）

。
ー
・・

•
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（
表
2)
に
拠
つ
て
知
ら
れ
る
通
り 、

高
山
寺
本
「
和
名
類
来
抄
」
の
C

．
の
形
式
の
和
訓
は 、
r
和
名
類
緊
抄
」
と
と
く
近
い
関
係
を
有
す
る
辞
害
に

し
「
日
本
国
語
大
辞
典
」
（
小
学
館）
の

E国四凹
の
項
に
よ
っ

て
作
成 。

〇
印
は 、

そ
の
語
が
該
当
の
辞
書
に
収
録
さ
れ
て
い
る
事
を
示
す 。

上
段

の
④
印
は 、
、
「
和
名
類
猥
抄
」
か
ら
引
用
し
た
と
積
極
的
に
認
め
ら
れ
る
も
の 。

：．，、

―
言

し
か
収
録
さ
れ
な
い
傾
向
に
あ
る 。

換
言
す
る
な
ら
ば 、

0
の
形
式
の
和
訓

は 、
「・
和
名
類
緊
抄
」
を
参
照
し
て
の
み
後
世
に
伝
え
得
る
語
盤
で
あ
っ

た
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功程式 漢語抄 楊氏漢語抄

ッ カ ア サ ッ ッ ク' カ カ 卜 I ．ヽ と マ

カ モ ケ ハ ラ ノ ヘ ラ ， ヤ
ハ エ カ ラ カ チ キ

＇
キ

シ ス ヤ ギ ヨ Iゞ

ゥ シラ ガ
ヒ

ス ハ チ サ
モ グ ヤ
ノ ラ
グ
ラ キ ラ

。 。
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と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る。

先
程、

e
の
形
式
の
和
訓
は、
平
安
末
期
・
院
政

期
に
於
い
て、

既
に
古
語
と
な
っ
て
い
た
も
の
も
多
か
っ
た
た
め、
一
般
に

使
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
定
し
た。

（
表
2)
の
結
果
は、

こ
の
推
定
が
高
山
寺
本
『
和
名
類
衆
抄
」
の
和
訓
に
於
い
て
も
同
様
に
当
て

嵌
ま
ろ
印
を
示
す
も
の
と
苫
え
よ
う。

平
安
末
期
・
院
政
期
の
ア
ク
セ
ン
ト
只
科
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
は、

「
類
緊
名
袈
抄
」
・
「
和
名
類
緊
抄
」
等
の
辞
も
の
類
で
あ
る。
こ
れ
ら
の

辞
内
は
声
点
が
施
さ
れ
る
事
を
第一
の
目
的
と
し
て
作
成
さ
れ
た
の
で
は
な

＊
注
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い
か
ら、

当
然
そ
の
和
訓
の
質
を
吟
味
す
る
印
が
必
貶
な
筈
で
あ
る。
二
節

で
挙
げ
た
「
加
波
良
夜
（
窯）
」
・
「
比
太
岐
夜
（
助
鋪）
」
は、
「
紛
氏

澳
語
抄
」
・
「
弁
色
立
成
」
を
そ
れ
ぞ
れ
典
拠
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た。
そ

し
て、

「
夜
（
屋）
」
の
去
声
点
は、
ア
ク
セ
ン
ト
の
体
系
か
ら
み
て
極
め

て
異
例
な
も
の
で
あ
っ
た。
と
す
れ
ば、

「
夜
（
塁）
」
の
去
声
点
は、

当

時
の
実
際
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
た
も
の
で
は
な
く、

「
夜
（
屋）
」
の

単
独
で
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
去
声
で
あ
る
事
を
そ
の
ま
ま
複
合
語
の
沿
合
に
当

て
嵌
め
た
人
為
的
加
点
で
は
な
か
っ
た
か
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る。

そ
し

て、
こ
の
様
な
加
点
態
度
を
採
ら
ざ
る
を
褐
な
か
っ
た
の
は、

「
加
波
良
夜

（
窯
）

」．
．
 「
比
太
岐
夜
（
助
鋪）
」
が
声
点
加
点
当
時、

古
語
で
あ
っ
て

一
般
に
あ
ま
り
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ろ。

古
語
で
あ
っ
て
一
般
に
用
い
ら
れ
な
い
語
盆
に
も
声
点
を
施
し
た
た
め、

一
見、．．
「
ゆ
れ」
を
反
映
す
る
か
の
様
な
声
点
が
鮨
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い

う
推
定
が
成
り
立
っ
た
め
に
は、

高
山
寺
本
「
和
名
類
衆
抄
」
の
G
の
形
式

の
和
訓
に、

「
夜
（
屈
）

」
の
去
声
点
の
様
な
疑
問
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
声

点
が
集
中
す
る
と
い
う
事
実
が
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。

次
節
に
於

い
て、
こ
の
点
を
検
討
し
て
み
よ
う。

高
山
寺
本
「
和
名
類
棗
抄
」

の
声
点

•
図
む
寮
本
「
名
義
抄」

体
系
的
考
察

高
山
寺
本
「
和
名
類
棗
抄
」
は、

池
六
か
ら
巻
十
ま
で
が
存
す
る
雰
本
で、

二
十
巻
本
系
諸
本
中
汲
古
の
も
の
で
あ
る。

柑
写
年
代
も
平
安
末
期
と
言
わ

＊
庄
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れ
て
お
り、

当
然
そ
の
声
点
も
正
碩
で
あ
る
市
が
期
待
さ
れ
る。

和
訓
に
対

す
る
声
点
加
点
率
は
八
割
を
超
え
る。

巻
六
か
ら
巻
九
ま
で
は、

国
郎
郷
里

名
を
収
録
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら、

岩
察
の
対
象
か
ら
は
除
外
す
ろ。

巷
十
に
は、

「
和
名」
が
冠
せ
ら
れ
た
和
訓
(
®
の
形
式）
が
70
語、

面

名」
が
な
い
和
訓
（
①
以
外
の
形
式）
が
70
語
存
す
ろ。

前
者
の
う
ら、

声

点
が
施
さ
れ
た
和
訓
は
61
語、

後
者
の
う
ら、

声
点
が
能
さ
れ
た
和
訓
は
53

＊
注
16

.

語
で
あ
ろ。
こ
れ
ら
を
平
安
末
朋
・
院
政
期
の
ア
ク
セ
ン
ト
只
料
と
比
較
し

た
結
果、

前
者
の
61
語
の
う
ら、

声
点
が
一
致
す
る
も
の
は
59
語、

不一
致

の
も
の
は
2
語
で
あ
る
（
次
例）
．

柱
礎

店
韻
云
鋲
玉

紐屈砂誼天咆ん
柱
礎
也・・・
（
略）
．．．
 

（
石
山
寺
本
「
和
名
抄」
＋
99
ウ）

与
久
反
字
伍
片
戸

説
文
云
ー

iIT
也
和
名
末
庄．

（
石
山
寺
本
「
和
名
抄」
＋
10
ウ）

(,.）
に
「
都
美
以
之
（
平
平
平
上）
」
、

四
ー
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淡

語

抄

弁
色
立
成

（

汲
3

)

6 4
 

一
致

2
 

3
 

致不

判
定

不
能

3
 

な
し

声
点

観
智
院
本
「
名
義
抄」

の
例
が
あ
る 。
•

・
骰
智
院
本
「
名
淡
抄」
（
法
下
60・
法
下
93．
佃
中
36
．

佃
中
86)

に
「
マ
ト ．（

平
上
閤）
」
の
例
が
あ
る 。

＊
注
17

こ
の
う
ら 、
後
者
に
関
し
て
は
金
田一
春
彦
氏
に
御
説
が
あ
り 、
平
声
軽

の
声
点
の
写
し
違
え
の
可
能
性
が
あ
る
の
で 、
純
粋
に
不一
致
と
す
る
出
は

・
出
来
な
い 。
と
す
れ
ば 、
「
和
名」
が
冠
せ
ら
れ
た
和
訓
の
声
点
が
他
の
ア

ク
セ
ン
ト

資
料
と一
致
し
な
い
も
の
は 、
「
末
度
（涵）
」
を
除
く
60
語
の

う
ち
1
語
だ
け
と
い
う
甲
に
な
り 、
極
め
て
正
確
な
声
点
が
施
さ
れ
て
い
る

と
言？
出
が
出
来
よ
う 。

こ
れ
に
対
し 、
「
和
名」
が
冠
せ
ら
れ
て
い
な
い
和
訓
で 、
芦
点
の
施
さ

れ
て
い
る
53
語
の
う
ち 、
他
の
ア
ク
セ
ン
ト

資
料
と一
致
す
る
も
の
は
38
語 、

不一
致
の
も
の
は
10
語 、
他
の
ア
ク
セ
ン
ト

資
料
に
芦
点
の
施
さ
れ
た
用
例

が
な
く
判
定
出
来
な
い
も
の
は
5
語
で
あ
る 。
こ
れ
を
和
訓
の
典
拠 、
或
い

は
和
訓
に
冠
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
と
共
に
示
し
た
も
の
が
（
表
3

)

で
あ
る 。

声
点
あ
り

（法
中
3)
に
「
ッ
ミ
イ
シ
（
平
平
平
上）」

（
表3)

で
、

＾ g ＾介 ＾音 ＾店 一^函 ＾
暮今＾ ＾ 此 ＾此 ＾a/11 ヴJ ^ 文 ＾一 楊氏

＾俗本日

計
雅 ツ 間 閥 ジ 選

要 ジ 韻乱II文 切 寮 云 音 程 ッ 云 淡 云 紀

目 ， シ - ツ 韻 - シ ジ 師 ツ 語 シ私
‘—•9 

式 説 抄 記

38 I I 1 1 I 3 2 4 5 4 5 

10 I I 3 

5 3 1 

17 l I i I I J I 2 4 

•
表
で 、
カ
ッ
n
内
の

も
の
は 、
そ
の
和
訓

の
直
接
の
典
拠
で
は

な
い
と
考
え
ら
れ
る

も
の 。

「一
云」
に
不一
致
が
1
例
あ
る
の
は 、
冒
頭
で
学
げ
た

・
「
比
太
妓
夜
（
助
鋪）
」
で
あ
り 、
こ
れ
は
r
弁
色
立
成」
か
ら
引
用
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る 。
つ
ま
り 、
不一
致
の
10
例
中
9
例
は 、
「
弁
色
立
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四
ー
ニ

そ
こ
で、
実
際
に
不一
致
の
例
を
検
討
し
た
い。
以
下、

高
山
寺
本
r
和

名
類
架
抄
」
の
不一
致
の
例
と
他
の
ア
ク
セ
ン
ト
賓
料
の
例
を
具
体
的
に
示

す
（
⑥
の
形
式
の
例
に
つ
い
て
は
既
に
掲
げ
た
の
で
省
略
す
る）
。

不一
致
例
の
個
別
的
検
討

成
」
・
「
淡
語
抄
」
（
「
楊
氏
漢
語
抄
」
）
・
「
日
本
紀
私
記
」
を
典
拠
に

.

＊
注
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有
す
る
和
訓
の
声
点
に
集
中
す
る
の
で
あ
る。
高
山
寺
本
「
和
名
類
緊
抄
」

の
®
の
形
式
の
和
訓
の
声
点
と
比
較
し
て、

甚
だ
し
く
不
l

致
の
割
合
が
多

い
事
に
加
え、
そ
れ
が
前
掲
の
三
宙
に
染
中
す
る
と
い
う
事
は、

不一
致
の

例
全
て
を
単
に
誤
写
・
誤
点
な
ど
と
い
う
偶
発
的
要
因
に
理
由
を
求
め
ろ
事

が
出
来
な
い
車
を
示
し
て
い
る
と
考
え
る
ぺ
き
で
あ
ろ
う。
当
然、
「
弁
色

立
成
」
.
r
�
語
抄
』
(
r
楊
氏
洪
語
抄
」
）
・
「
日
本
紀
私
記
」
か
ら
引

用
さ
れ
た
和
訓
そ
の
も
の
に、
こ
う
し
た
不一
致
を
起
こ
さ
せ
る
理
由
が
あ

っ
た
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い。
そ
し
て、
そ
れ
は
前
節
で
述
ぺ
た、

G
の
形
式
の
和
訓

ーー
即
ち、
『
日

本紀
私
記
」
等
か
ら
引
用
さ
れ
た
和
訓

ー
は、
平
安
末
期
・
院
政
期
に
於
い
て、
既
に
古
語
と
な
っ
て
い
た
も
の

も
多
か
っ
た
た
め
に、
一
般
に
使
用
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う

推
定
と
直
接
に
関
わ
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る。
高
山
寺
本
「
和
名
類
衆

抄
」
加
点
者
に
と
っ
て、
「
日
本
紀
私
記
」
等
か
ら
引
用
さ
れ
た
和
訓
の
中

に
は、
既
に
古
語
と
な
っ
て
い
た
も
の
も
あ
っ
た
た
め、
一
般
に
そ
れ
ら
の

語
は
使
用
さ
れ
ず、

従
っ
て、
施
さ
れ
た
声
点
も
比
較
し
た
文
献
毎
（
加
点

者
毎）
に
食
い
違
っ
て
お
り、

不一
致
の
率
が
高
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ。

◎
「
訓」
が
冠
せ
ら
れ
た
和
訓
の
声
点

!【

宇
】

夜
賀．
須
（
高
山
寺
本
「
和
名
抄」
十
94
オ)
/
夜．
質
須

（
前
田
本
「
和
名
抄」
三
48
ウ）
／
ャ
ヵ．
訊
（
観
智
院
本
「
名
義
抄」

俯
中
1
)

／
ヤ
カ
爪
（
鎖
国
守
国
本
「
名
義
抄」
ID
47
オ
4)

◎
「
弁
色
立
成
」
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
和
訓
の
声
点

2【
楼
閣
】

太
加．
渡
能
（
高
山
寺
本
「
和
名
抄」
＋
93
オ）
／
太
賀

渡
涌
（
前
田
本
「
和
名
抄」
三
47
ウ
・
伊
勢
十
巻
本
「
和
名
抄」
三
2

オ）
／
ク
ヵ．
ふ
ノ．
（
観
智
院
本
「
名
義
抄」
仏
下
本
94)
／
ウ
F
\

（
マ
マ
）

ノ
（
「
法
華
経
単
字」
33
オ
6
)

3【
花
瓦
】

阿．
布
美
加
波
良．
（
高
山
寺
本
「
和
名
抄」
十
96
ウ）
／

（
マ
マ
）

阿
布
美
加
波．
洩
（
前
田
本
「
和
名
抄」
三
50
ウ）
／
7
つ
べ`
カ
ハ．

・
ラ
（
観
智
院
本
「
名
義
抄」
僧
中
17)
／
7
9.
A

泣ハ
ラ．
（
鎖
国
守

国
本
「
名
義
抄」
皿
118
ウ
1)

4【
疏
瓦
】

都
．々
美
加
波
良
（
高
山
寺
本
「
和
名
抄」
＋
96
ウ）
／

都．
夕
羨
加
波
浪
（
前
田
本
「
和
名
抄」
――-
50)
／
ッ．
、．
｀
メ
泣
ハ
Lフ

（
観
智
院
本
「
名
義
抄」
俯
中
17)
／
y
、．．ーt．
力
い
ラ．
（
釦
国
守
国

本
「
名
義
抄」
皿
118
ウ
l)

5【
助
鋪
】

比
太
岐
夜
（
高
山
寺
本
「
和
名
抄」
十
93
オ）
／
比
太

．
．
．
 

岐
夜
（
前
田
本
「
和
名
抄」
三
48
オ）
／
上
タ
キ．
ヤ
（
設
智
院
木

「
名
義
抄」
僧
上
127)

◎
r
日
本
紀
私
記
」
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
和
訓
の
声
点

6【
間
道
】

加．
久
礼
美
知
（
高
山
寺
本
「
和
名
抄」
十、
ウ）
／
賀

-20-



久．
礼
美
知．
（
前
田
本
「
和
名
抄」
=-
56
オ）
／
カ
ク．
ヤ`
t
チ

寺
本
「
名
義
抄」
25
オ
2)
／
カ
ク
ỳ
t
チ
（
観
智
院
本
「
名
義
抄」

仏
上
44)

108
ウ）
／
志

7【
地
道
】

志
太
都
芙
遅
（
高
山
寺
本
「
和
名
抄」
＋

•

•

•

•

•

 

太
都
美
遅
（
前
田
本
「
和
名
抄」
=-
56
ウ）
／．y,
ク．ッ．
ミ．
チ
（
高
山

•

•

•

 

寺
本
「
名
義
抄」
25
オ
3)
／．シ
ゥ
．ッ．
ミ
チ
（
観
智
院
本
「
名
義
抄」

仏
上
44)

．

8【
関
門
】

●
妓
渡
（
高
山
寺
本
「
和
名
抄」
＋
109
オ）
／
批
妓
渡

（
前
田
本
「
和
名
抄」
=-
57
オ）
／
セ．
キ．
↑
（
観
智
院
本
「
名
義
抄」

法
下
75)

◎
「
漢
語
抄
」
（
「
楊
氏
漢
語
抄
」
）
か
ら
引
用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

和
訓
の
声
点

．

9【
印
】

豆
八
毛
能
久
良
（
高
山
寺
本
「
和
名
抄」
＋
94
ウ）
／
豆．

・
八
至．
能
次
良．
（
前
田
本
「
和
名
抄」
三
49
オ）
／
ツ
5
9
7
ー
フ

（
観
智
院
本
「
名
義
抄」
法
下
m)

10【
"
首
】

佐
瀕．
（
高
山
寺
本
「
和
名
抄」
＋
99
オ）
／
佐．
須
（
前
田

本
「
和
名
抄」
三
52
ウ）
／
サ
F
（
観
智
院
本
「
名
義
抄」
仏
下
本
10)

低
起
式
・，
高
起
式
の
両
ア
ク
セ
ン
ト
型
が
対
立
し
て
い
る
例
↑
ー
・
2)

ゃ、
ア
ク
セ
ン
ト
核
が
異
な
る
例
(
3.
4
.
6
,
7)
が
存
す
る。

ー
「
ヤ
カ
ズ
（
宇）
」
・
2
「
タ
カ
ド
ノ
（
楼
閥）
」
は、
高
起
式
の
声

点
が
施
さ
れ
て
い
ろ
文
献
と
低
起
式
の
声
点
が
施
さ
れ
て
い
る
文
献
が
各
々

二
昏
ず
つ
存
在
し、
単
純
な
誤
点
と
は
考
え
雛
い。
し
か
し、
ー
つ
の
語
に

（
高
山

誤
点
と
は
考
え
ら
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず、
（
図
3)
の
様
な
三
団
類

＊
注
20

ヽ

の
「
核」
を
持
つ
ア
ク
セ
ン
ト
が
併
存
し
て
い
た
と
は
考
え
に
く
し

6.f
カ
ク
レ
ミ
チ
（
間
道）
」
．
7
「
シ
タ
ッ
ミ
チ
（
地
道）
」
に
於
い
て

も、
二
種
類
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
対
立
し
て
い
る。
7
「シ
タ
ッ
ミ
チ
（
地
道）
J

の
声
点
を
例
に
と
る
と`

こ
れ
ま
で
な
ら
ば
次
の
様
に
説
明
さ
れ
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る。

ーー
「
シ
タ
ッ
ミ
チ
（
地
道）
」
の
「．：
チ
（
道）
」
の
ア

ク
セ
ン
ト
は、
単
独
で
は
●
●
型
で
あ
る。
従
っ
て、

高
山
寺
本
「
和
名
類

4
ッ
ツ
ミ
ガ
ハ
ラ

1
ア
プ`
く
ガ
ハ
ラ

4
ッ
ツ`
と
ガ
ハ
ラ

3
ア
プ
ミ
ガ
ハ
ラ

観
智
院
本
「
名
義
抄」

。
•
0
6
0
•

．

 

一

o
o
o
o
o
.

 

麻
山
寺
本
「
和
名
抄」

0
0
0
0
0
0
 

＝
 

0
0
0
0
0
0
 

鎮
国
守
国
本
「
名
義
抄」

．

 

o
o
o
o
.
。

一

o
o
o
o
.
。

x
x
0
0
0
●
 

＝

 

o
o
o
o
o
.

高
起
式
の
ア
ク
セ
ン
ト
と
低
起
式
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
共
存
す
る
事
は
考
え
難

＊
注
19

ぃ
m
で
あ
る。

又、
3
「
ア
プ
ミ
ガ
ハ
ラ
（
花
瓦）
」
．
4
「
ッ
ツ`
i
ガ
ハ
ラ
（
既
瓦）」

の
声
点
は、
文
献
毎
に
異
な
る
が、
「
ア
プ、t
ガ
ハ
ラ」
・
「
ッ
ツ
ミ
ガ
ハ

ラ」
同
士
は、
文
献
内
で
綺
虚
な
対
応
を
示
す
（
図
3)
。

（
図
3)

前
田
本
「
和
名
抄」
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日
頭
で
述
ぺ
た
「
加
波
良
夜
（
窯）
」
の
声
点
は、

前
田
本
「
和
名
類
染

五

ま
と
め
に
か
え
て

緊
抄
」
の
声
点
は
「
シ
ク
ツ」
と
「
ミ
チ
」
が
完
全
に
熟
合
し
な
い
湯
合
の．

ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
り、

前
田
本
「
和
名
類
炭
抄
」
の
声
点

は、
「
シ
ク
ツ」
と
「
ミ
チ」
が
完
全
に
熟
合
し、

複
合
語
と
し
て
安
定
し

た
場
合
の
ア
ク
セ
ン
ト
を
反
映
し
た
も
の
で
あ
ろ

ーー
。
し
か
し、
平
安
末

期・
院
政
期
に
於
い
て、

既
に
機
能
を
失
っ
て
複
合
語
の
中
に
化
石
的
に
残

存
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
助
洞
「
ツ」
が、
「
ミ
チ
（
道）
」
と
熟
合
し
て

い
た
か
否
か
と
い
う
引
を
ア
ク
セ
ン
ト
の
観
点
か
ら
論
じ
ろ
m
は
あ
ま
り
迄

．
味
の
な
い
事
の
様
に
思
わ
れ
ろ。
つ
ま
り、
こ
の
様
な
語
叙
は
複
合
語
と
し

て
熟
合
し
て
い
て
当
然
で
あ
る。
に
も
か
か
わ
ら
ず、
声
点
が
「
ゆ
れ」
て

い
ろ
の
は、
そ
の
語
仮
が
実
際
に
用
い
ら
れ
る
事
が
少
な
か
っ
た
た
め
と
考

え
ら
れ
る。

平
安
末
期
・
院
政
期
の
ア
ク
セ
ン
ト
日
料
の
中
に
は、
実
際
に
「
ゆ
れ」

と
認
め
ろ
ぺ
き
も
の
も
あ
ろ
で
あ
ろ
う。
本
節
で、
具
体
的
に
検
討
し
た
例

の
中
で
も、
或
い
は
叩
者
の
解
釈
の
誤
り
が
あ
ろ
か
も
し
れ
な
い。
し
か
し、

0

0

 0
 

0
 

皿
要
な
点
は、

高
山
寺
＊
「
和
名
類
梨
抄
」
に
於
い
て、
見
か

け上
「
ゆ
れ」

0

0

 0
 

0
 

0

0

0

 .

.

.

.

.

.

.

 0

0

 0
 

0
 

O
 

O
 

O
 

O
 

0

0

 .

.

.

.

.
 .
 

を
反
映
し
た
か
の
よ
う
な
芦
点
が、
「
日
本
紀
私
記
」
・
「
漢
語
抄
」
6
揚

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

氏
淡
語
抄
」
）
・
「
弁
色
立
成
」
と
い
っ
た
古
拒
を
多
く
載
せ
る
文
献
か
ら

0

0

.

 0
 

0
 

0
 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

．
引
用
さ
れ
た
和
訓
の
声
点
に
集
中
す
る
と
い
う
事
実
で
あ
ろ。
こ
の
事
実
に

．
合
理
的
な
説
明
が
な
さ
れ
な
い
限
り
は、
や
は
り、
こ
れ
ま
で
述
ぺ
て
き
た

様
に、
そ
れ
ら
の
掛
か
ら
引
用
さ
れ
た
和
訓
が、
平
安
末
期
・
院
政
期
に
於

い
て
一
般
に
行
な
わ
れ
な
か
っ
た
が
故
に、
声
点
加
点
者
毎
に
声
点
が
異
な

．
ろ
と
い
う
見
解
を
主
張
せ
ざ
ろ
を
得
な
い
の
で
あ
る。

抄
」
本
文
で
は

窯

店
韻
云
ー

匹茄紐臨
焼
瓦
斑
也

（
前
田
本
「
和
名
抄」
――-
49
ウ）

と
な
っ
て
い
て、
「
良」
に
芦
点
が
施
さ
れ
て
い
な
い。
苫
写
の
際
の
写
し

忘
れ
で
あ
ろ
う
が、
或
い
は、
「
カ
ハ
ラ
（
瓦）
」
と
「
ヤ
（
投）
」
を
別

々
に
加
点
し
た
た
め
の
誤
脱
と
も
考
え
ら
れ
る。

こ
の
様
に
疑
問
と
す
べ
き
声
点
が、

古
語
を
多
く
載
せ
る
文
献
か
ら
引
IH

さ
れ
た
和
訓
の
声
点
に
集
中
す
る
と
い
う
傾
向
は、

森
山
寺
本
「
和
名
類
梁

抄
」
以
外
の
「
和
名
類
緊
抄
」
声
点
本
に
も
慨
略
み
ら
れ
ろ
の
で
あ
ろ
が、

そ
れ
ら
の
声
点
本
は
困
写
年
代
が
比
較
的
新
し
く、
多
く
の
誤
写
等
に
よ
っ

て
そ
の
伯
向
が
不
透
明
に
な
っ
て
い
る
m
は
否
め
な
い。
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＊
注
6

＊
注
5

＊
注
4

＊
注
3

＊
注
2

＊
注
ー

金
田
一
春
彦
氏
r
国
語
ア
ク
セ
ン
ト
の
史
的
研
究

法
」
（
塙
宙
房
．
s
49
.
3)
17
ペ
ー
ジ
・

昭
和
59
年
度
国
語
学
会
春
季
大
会
（
於

東京
学
芸
大）
で「「
和

名
顆
猥
抄
」
の
「
俗」
音
注」
と
い
う
発
表
の
中
で
触
れ
た。
．

醤
和
夫
著
「
和
名
類
梁
抄
丘

蹂
＊
文
お
よ

む索
引』
（
風
間
む

房、

S
48
.
6)
の
解
坦
．

大
修
館
「
講
座

国
語
史
3
・

語
菜
史
」
の
第
7
章
「
辞
也
の

歴
史」
吉
田
金
彦
氏
担
当。
431
ペ
ー
ジ
に
拠
る。

一
拍
去
声
名
詞
が
複
合
語
の
後
部
成
素
と
な
る
場
合、

全
体
が

高
平
曲
に
な
る
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
る
（
一
拍
去
声
名
詞
の

部
分
に
。
印
を
施
し
て
示
す）
。

゜

イ
ハ
ヤ
（
窟）
／
カ
ド
ヤ
（
門
舎）

／
カ
ハ
ヤ
（

厠）

／
ネ

゜

ヤ
（
房）

／
ヒ
ト
ヤ
（
獄）

／
ア
シ
ヰ
（
蛮
草）

／
ウ
カ
レ

゜

メ
（
遊
女）

／
シ
ウ
ト
メ
（

姑）
／
ハ
タ
ヲ
リ
メ
（
促
織）

／
ヤ
モ
メ
（
畑）

全
体
が
低
平
餓
に
な
る
も
の
は
次
の
如
く
で
あ
る。

゜

イ
ケ
ス
（
禦）

／
ヤ
ナ
ス
（
籍）

／
ア
ツ
マ
ャ
．（
四
阿）

／

0

0

0

 

カ
ハ
ラ
ヤ
（
窯）

／
ク
サ
ヤ

命5
)、
／
ク
リ
ヤ
（
厨）
／
ヒ

ク
キ
ャ
（
助
鋪）

／
ム
マ
ヤ
（
繹）

／
ユ
ヤ
（
浴
室）
／
ク

ヲ
ヤ
メ
（
婦
人）

／
ハ
ラ
メ
（
学
婦）

一
拍
去
声
名
詞
が
複
合
語
の
後
部
成
素
と
な
る
場
合、

全
体
が

低
平
閥
・
高
平
腿
の
い
ず
れ
に
も
な
ら
な
い
も
の
は
次
の
如
く

原
理
と
方

＊
注
9

＊
注
8

＊
注
7

ヤ
マ
ジ

金＇
上
平
閲・
知
母）
／
ウ
ス
バ
釜`
上
平
閣
・
記
）
／
オ

ソ
パ
（
上
上
平
潤
・
郎
歯）
／
ヌ
カ
パ

（上上
平
濁・
板
歯）

／
オ
ホ
ヰ
（
平
平
上
・
莞）

／
ア
マ
ザ
ク
メ
（
平
平
上
濁
平

上
・
天
探
女）

／
カ
ツ
ギ
メ
（
平
平
上
濁
平
・
潜
女）

／
イ

平
・
醜
女）

／
コ
ジ
ウ
ト
メ
（
上
平
濁
平
平
上
・
妹）

こ
の
う
ら、

連
濁
が
関
与
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
「
ヤ

マ
ジ
」
・
「
ウ
ス
パ
」
・
「
オ
ソ
パ
」
・
「
ヌ
カ
パ
」
・
「
ア

マ
ザ
ク
メ
」
・
「
イ
モ
ジ
ウ
ト
メ
」
•
'
「
コ
ジ
ウ
ト
メ
」
（
「シ

ウ
ト
メ
」
の
み
で
は
窃
平
調
で
あ
る。

注
5
参
照）
。

r
和
名
類
炭
抄
」
の
底
本
に
は
二
十
を
本
を
用
い
た
が、

巻
一

・
ニ
及
び
巻
十一
ー
ニ
＋
は、

伊
努
二
十
巻
本
・
大
東
急
本
両

本
を
用
い、

巻
十
に
は
高
山
寺
本
を
用
い
た。

伊
勢
二
十
巻
本

•
高
山
寺
本
は
注
3
前
掲
の
「
和
名
類
屎
抄

咋江

本
文
お
よ

ぴ
索
引
」
に
拠
り、

大
東
急
本
は
古
辞
柑
叢
刊
の
複
製
に
拠っ

”

』

0
t典

拠
の
有
無
・
和
訓
に
何
が
冠
せ
ら
れ
て
い
る
か
に
よ
っ
て、

「
和
名
類
緊
抄
」
の
和
訓
の
質
を
探
ろ
う
と
す
る
試
み
に
は、

永
山
勇
氏
「
国
語
意
識
史
の
研
究
」
（
風
間
苔
房、

S
38
.
3

364
0ヘ
ー
ジ
）
や、

築
島
裕
氏
の
論
文
（
注
12
後
掲）
が
あ
る。

従
っ
て、

④
1
0
以
外
の
形
式
の
和
訓
は
（
表
］）
の
数
伯
に

モ
ジ
ウ
ト
メ
（
平
平
平
濁
上
平
平
・
嵌）

／
シ
コ
メ
（
平
上

で
あ
る。
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＊
注
13

＊
注
14

＊
注
11

＊
注
12

＊
注
10

は
含
ま
れ
て
い
な
い。

r
法
陪
義
疏
」
長
保
点、
烈
福
寺
本
r
大
慈
恩
寺一二
蔵
法
師
伝」、

石
山
寺
成
「
大
国
西
域
記
」
長
究
点
院
政
末
湖
点
は、
各
、々

「
訓
砧
語
の
研
究
」
（
大
坪
併
治
氏、
風
閻
苔
房）、

「
g
心
大

慈
恩
寺
三
蔵
法
師
他
古
記
の
団
語
平
的
研
究
」（
築
烏
裕
氏、
東

京
大
学
出
版
会）
、
r
古
貼
本
の
函
語
学
的
研
究
」
（
中
田
祝

夫
氏、
講
談
社）
に
拠
っ
た。
こ
れ
ら
の
貧
料
を
選
択
し
た
理
由

は、
一
っ
に
大
fil
の
和
訓
を
蔽
せ
て
い
る
事、
又―
つ
に、

高

山
寺
本
「
和
名
類
衆
抄
」
の
声
点
加
点
時、

即
ち、
平
安
末
期

・
院
政
期
に
r
和
名
類
染
抄
」

の
和
訓
が
加
点
者
に
ど
の
様
に

受
け
取
ら
れ
た
も
の
か
を
調
査
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め、
そ

の
時
期
の
訓
点
白
料
を
用
い
る
よ
う
に
し
た
事、
こ
の
二
つ
の

理
由
に
拠
る。
従
っ
て、
厳
密
に
言
え
ば
（
表
1)
の
結
果
が、

「
和
名
類
衆
抄
」
成
立
時
の
和
訓
の
四
的
差
遥
を
そ
の
ま
ま
表

わ
す
わ
け
で
は
な
い。

r
源
氏
物
語
大
成
」
（
池
田
氾
鑑
氏、
中
央
公
論
社）
に
拠
ろ。

「
和
名
類
屎
抄
の
和
訓
に
つ
い
て」
（
築
為
裕
氏、
『
訓
点
語
と

訓
／
資
料
」
25
組、
S
38
.
3)
0

.

注
3
引
用
世
に
拠
る。

声
点
が
施
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
を
以
っ
て
古
語
で
は
な
か

っ
た
と
す
る
考
え
方
も
当
然
あ
り
え
よ
う。
し
か
し、

部
分
的

に
声
点
が
施
さ
れ
る
文
献
と
異
な
り、
「
和
名
類
緊
抄
」
声
点

＊
注
18

＊
注
17

＊
注
16

＊
注
15

伊
勢
十
務
本
・
伊
勢
二
十
務
本
・
前
田
本・
京
本
「
和
名
類
梁

抄
」
（
注
3
引
用
曹
に
拠
る）
、

観
智
院
本
『
類
緊
名
義
抄
」

（
正
宗
敦
夫
編、
風
周
由
房）
、

図
也
寮
本
「
類
崇
名
淡
抄
」

（
勉
誠
社
オ
フ
セ
ッ
ト
版）
、

鎖
国
守
国
神
社
蔵
本
「
三
寅
類

炭
名
義
抄
」
（
未
刊
国
文
資
料
別
巻
二）
、

前
田
木
r
色
菜
字

類
抄
」
（
「
色
菜
字
類
抄
研
究
並
び
に
総
合
索
引
」
中
田
祝
夫

・
峯
岸
明
共
編、
風
閲
街
房）
、
「
法
梨
経
単
字
」
（
古
辞
也

殴
刊
別
巻

原
装
彩
印
版）
に
拠
る。

金
田
一
春
彦
氏
「
平
声
軽
の
点
に
つ
い
て」

困）。
ア
ク
セ
ン
ト
は、

複
合
語
の
場
合
に
「
ゆ
れ」
や
す
い
と
言
わ

れ
る。
し
か
し、

高
山
寺
本
「
和
名
類
屎
抄
」
の
和
訓
の
拍
数

と
不一
致
の
例
数
と
の
関
係
を
洞
査
し
て
も、，
必
ず
し
も
多
音

節
の
和
訓
に
不一
致
の
例
が
集
中
す
る
と
い
う
相
関
関
係
は
認

（
「
国
語
学
」
41

本
な
ど
の
様
に、
和
訓へ
の

加点率が
極
め
て
高
い
文
献
に
於
い

て
は、
声
点
を
施
す
事
そ
の
も
の
が
瓜
要
視
さ
れ
た
節
も
窟
え、

和
訓
の
質
を
吟
味
す
る
と
い
う
作
業
は
必
要
な
事
と
思
わ
れ
る。

な
お、
小
松
英
雄
氏
は
「
日
本
声
濶
史
論
考
」
（
風
周
苔
房、

s
46
.
4)
に
於
い
て、
こ
の
様
な
吟
味
を
し
た
う
え
で
声
点

を
収
り
扱
っ
て
お
ら
れ
る
様
で
あ
る。

川
断一
馬
氏
「
古
辞
世
の
研
究
」
（
講
談
社、
S
30
.
11)
1

ー・ノ。

ペ
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国
文
学
研
究
文
献
目
録
（
因
文
学
研
究
資
料
館）

＊
注
20

＊
注
19

昭
和
十
六
t-二
十
七
年

服
部
四
郎
氏
「
言
語
学
の
方
法
」
（
岩
波
田
店）
所
収
「
音
即

論
か
ら
見
た
国
語
の
ア
ク
セ
ン
ト」
に
あ
る
よ
う
に、
京
都
方

言
の
ア
ク
セ
ン
ト
の
弁
別
的
特
徴
は、
，
1
•
高
く
始
ま
る
か
低

く
始
ま
る
か、
2
・
ア
ク
セ
ン
ト
核
が
有
る
か
無
い
か、
3
.

有
る
と
す
れ
ば
ど
の
モ
ー
ラ
に
有
る
か、．
の一二
点
で
あ
る。

従

っ
て、

低
起
式
と
高
起
式
の
ア
ク
セ
ン
ト
が
共
存
す
る
串
は、

弁
別
的
特
徴
の
1
に
抵
触
す
る。

注
19
の
弁
別
的
特
徴
の
2
.
3
に
抵
触
す
る。

（
本
学
大
学
院
院
生）

本
稿
は、

昭
和
五
十
七
年
度
中・
四
国
国
語
学
会
（
於
山
口
大
学、
十
一

月
十
三
・
十
四
日）
で
口
頭
発
表
し
た
も
の
を
纏
め
た
も、
の
で
あ
る。
席
上、

御
意
見
を
い
た
だ
い
た
諸
先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
る。
又、

御
指
導
い
た

だ
い
た
大
友
信一
先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
る。

研
究
室
受
贈
図
書
雑
誌
目
録
(

I

)

（
昭
和
五
十
ハ
年一
月
ー

単
行
本
・
目
録

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
逐
次
刊
行
物
目
銹
(-
九
ハ
四）

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
和
古
困
目
銹

十
二
月）

花
菓

創
刊
号

活
水
論
文
巣

第
二
十
七
染

金
沢
大
学
教
猥
部
論
集

•9,.ノ
ー

1、
2

2
.
2
 

学
大
国
文

,
．

 

活
水
日
文

学
苑

学
芸
紀
要

人
文
科
学
・（
徳
島
大
学）•

第
三
十
四
巻

第
二
十
七
号
．

．

第
九
号、

第
十
号

大
要
国
文

大
疾
女
子
大
学
文
学
部
紀
要

第
十
四
号

（
大
変
女
子
大
学）

第
十
五
号

第
十
六
号

第
五
四
一
号

,.

国
文
学
年
鑑
（
国
文
学
研
究
資
料
館）

第
二
十
号

(
OO
成
学
園）＇

跡
見
学
園
短
期
大
学
紀
要

伊
勢
歌
舞
伎
資
料
潤
査
報

大
阪
樟
藉
女
子
大
学
論
巣

大
谷
女
子
大
図
文

（
昭
和
女
子
大
学）

第
二
十
号

（
大
阪
教
育
大
学）

（
活
水
女
子
短
期
大
学）

（
花
栗
発
行
所）

岐
阜
女
子
大
学
紀
要

九
州
大
谷
国
文

人
文
科
学
緬

金
沢
大
学
語
学
文
学
研
究

第
十
三
号

第
十
三
号

（
九
州
大
谷
短
期
大
学）

第
十
三
号

（
伊
勢
文
化
会
議
所）

第
二
十一
号

青
山
語
文

第
十
四
号

肖
空

第
七
号

愛
文

雑
誌
•
紀
要

愛
知
収
徳
大
学
国
語
閲
文

第
七
号
．．．．．
 ，＇
 

創
刊
号

昭
和
五
十
七
年
(
-
九
八
二）
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